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２０２１年５月３１日 

２０２１年１１月２２日 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループのあいおいニッセイ同和損害保険株式会社（代表取締役社長：金杉 

恭三、以下 あいおいニッセイ同和損保）およびＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社（代表取締役社長：

中村光身、以下 ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研）は、2025 年大阪・関西万博会場内外の輸送において、レ

ベル４を見据えた自動運転車両を核とした次世代の交通管制システムの提供を目指し、大阪市高速電気軌道 

株式会社（代表取締役社長：河井英明）ほか複数社と共同で実証実験（以下 本実証実験）を行います。本実

証実験は、2022 年 3 月頃から実施を予定しています。 

 
１．本実証実験の概要 

2025 年大阪・関西万博の会場を想定した１周約 400 メートルのテストコースを整備し、複数台の自動運転

車両を運行させることで、自動運転走行の一元管理の課題抽出と、非接触充電による電動モビリティへの充電

制御に関するエネルギーマネジメントの技術実証を行い、より渋滞の少ないエネルギー効率のよい次世代都市

交通システムの構築に向けた実証を行います。 

また、車両の運行を管理する手法・システムを企画し、マネジメントする高度な専門人材の育成を行うとと

もに、将来の自動運転化による様々な技術・サービスについても活用の可能性を検証します。 

あいおいニッセイ同和損保およびＭＳ＆ＡＤインターリスク総研は、複数台の自動運転車両を一元管理する

うえでのリスクアセスメントおよび安全管理体制の構築を目指します。 

 

２０２５年大阪・関西万博での次世代都市交通システムの実用化を目指した 

実証実験へ参画 



２．本実証実験における当社グループの役割 

（１）安全運行を支援するリスク管理体制の構築 

あいおいニッセイ同和損保は、2025 年大阪・関西万博会場内外のレベル４自動運転車による来場者

等の移動を見据え、自動運転車両のトラブル発生時における円滑な対応に向けたリスク管理体制を検証

します。トラブル発生時のオペレーションや協力企業と連携しトラブル現場へ駆けつける検証を行うこ

とにより、群管理される自動運転車両の安全管理体制の構築を支援します。 

 

（２）リスクアセスメント 

ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研は、同一地域内を複数の自動運転車両が同時運行するという今回の大

規模な実証実験に対し、2025 年大阪・関西万博会場内外のレベル４自動運転車による来場者等の移動

を見据えたリスクアセスメントを行うことで、安心・安全な実証実験をサポートします。 

 

３．今後の展開 

あいおいニッセイ同和損保およびＭＳ＆ＡＤインターリスク総研は、本実証実験での取り組みを通じ、

無人自動運転サービスにおける非常時の迅速かつ円滑なお客さまサポートを実現し、安全・安心なモビリ

ティ社会の実現に貢献することを目指します。安全性・利便性を向上させながら、各地域が抱える移動課

題の解決に向け、地方自治体や交通事業者などとともに無人自動運転移動サービスの全国への展開・社会

実装に取り組んでいきます。 

 

以上 

 


